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rrn µε= ⋅
・スーパーインクジェットプリンタにより作製したメタレンズBは、共鳴トンネルダイオードの指向性利得を1.61倍向上した。
・金属が銀ナノインクのメタアトムの周期構造解析を行い、アンテナの最適化設計を行う。
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メタレンズBは、
共鳴トンネルダイオードの

指向性利得を
1.61倍向上した。

スーパーインクジェットプリンタにより、メタレンズを作製

比誘電率と比透磁率を同時に制御し、
高屈折率・低反射なメタサーフェスを実現

金属を銅から銀ナノインクに
置き換えたアンテナを解析 電界位相(メタレンズあり)電界位相(メタレンズなし)

＊重ね書きは4回

＊重ね書きは5回
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